
地ヰ保儀サービスの相当書に  
とっての行政t理能力における  

漬豊能力や交渉・折衝能力は暮  
憂であるといわれてきたが、そ  
の指標については明確なものが  
なかった。本研甥で開業された 「は 

地域保儀サービス  連携活動評価尺度」、地域  

の捜当廿■におけ  平成  平成  健康科学   
の他の行政機関及び他の専門  

る連携評価指標聞  ■のー連携jにⅦする能力を評   

矧こ関する統計的  筒井 事子  
研究   、て t付けられる．また、評価尺度  

の開発は、共分散れ達解析専  
の統計的手法から妥当性や傭  
♯性が機証されており、地域良  
tサービス従事著用に新たに  

開発された尺度として、学術的  
書点からも鷺■が深い。   

国立良書医よ科学院の特別遇  
平成15年lO月31日、圃立保儀  

保t所、市町村の地域良書活  
医＃科学鏡において、r新しい  

勤のパフォーマンスの実髄が胡  
時代に求められる保t断の投  

らかとなり、地域色t行政楕■  
割と保t断1のリーダーシップ」  

の活動のモニタリングシステム  

国民のニーズに遡  をれ築するための■用な什嶋を  

合した地域良書行  縛ることができた．また、イギリ  

能・マンパワーの  政絹★のれ遥・機  平成 15（200  平成 1丁（200  健康科学  曽根 書史        スの公衆衛生書門蒙のt成シ  

あり方に聞する研  
総合研究  ステムの実態t告は、わが祉の 地ヰ保t行政組■のれ遣と機  

究   艦のあり方や、地ヰ廉t従事書  

の能力・技術を開発するための  
方法論を検討するための有用な  たリーダーシップの肌矧こは、  

■例研究や臨地実習准ど貸欄  

計宙策定の能力・技術を向上さ  
生が能動的に考え、応用力を身  資料として活用することができ る。   

せることが可能となった。   
につけるようなものが有効であ  
ることが示された。   

衛生学・公衆衛生学の卒前・卒  

後教書、医師卒後臨床研鯵に おける公衆衛生技能の暮成、公  研究は全国の臣育機朋零で公  
衆衛生専門家に対する生涯教  衆衛生書∩書の事成にたすさ  
書、公衆衛生書n書の責井、パ  

保ヰ所長の牡務の在り方に闇  

に開すも研究を行い、地域保t  
フリックヘルスマインド暮成、専   

地域保tを提う公   平成  平成   庇・確保のための環墳整■に闇  

衆衛生専¶鸞の  

健康科学  書野 t人         を担う公衆衛生書M書のt成シ   
マ 

実はtも暮暮な手薫であり 本   りまとめ、文部科学雀のコア・カ  
糾の作成、繰言を行った．成果 は 
加暮報告書・井料響として公 表し、さらに全孤の医書機闇事  2005）に収載された．   ループに対し棲晋を行った．   

の研究協力著を通じ、全卿各地  ショップ・シンポジウムを間儀し  

ヰの公衆や生書M書の▼成に  た。  

反映された。   



t★危機t理を効よ的に実践  
するために必羊な保t新井及  
び保t所職■の能力・技術  
（c01叩■t●nGy）、GOmP●bnGyの  
開発・向上のために必fな■鷹  

危機t理研♯の員体的なカリ  

地相こおけ思膿鷹 危機t理研♯に  8      0  3  
闇する研究   t理研に 実践するための有用な情報を縛  

ることができた。手た★艶への  
投檎と学会発表を実施し、本研  
究で開発したt鷹危機t】璽研  

修の教書効果が1いことを地域  
された．   れた。   

保t従事書専に周知することが  
でさた。   

患者記述用凛董■の♯折から  
特1的な症状、庸因と思われる  

カブサイシン吸入畷扶桑杖♯  
により、SHSではCイh●rの遇廿  
性天遭があること、軸物実♯で  
はホルムアルデヒド（FA）や芳香  
族事機化合物はCイ払orを介す  
る神繰押性炎症を惹起するこ  

シックハウス虚饅 鮮の疾患徽念に 関する臨床的・基  
172 5）   

なし   なし   2  9    32  5  0  ○  ○   

礎医学的研究   いことを明らかにした．FA反復  
■井動物モデルにより知驚神経  
くCイ辻檜「を含む）の遇剰分布と  

免疫系のTH2シフトが肘掛こ大  
きく関与している可能性を示せ  
する成★が得られた。  血液中のtVO⊂；を減少に伴い癒  

状の軽快する暮性学的≠序の  
関与を示唆する症例を稚鹸。   

1）殺虫刑抵抗性調査にDNA遭  ■業物衛生法のねずみ■青虫専  

伝子た興をみる分子診断法が 開発された。2）塵外でもチカイ エ九成虫が生息していることが  
建築物におけるね み 明らかになった。8）酵母を利用  分なl防除効果が上げられなく  

す・書虫零の対  健康科学 総合研究  田中 生男       した二酸化炭素トラップの開発と コ／くエ無を採集するための設置 型小型トラ O D 

策に関する研究   
ップの開発に見通し がついた 

。4）チャバネゴキブリ とアカイエカ欝にビレスロイド抵 抗性が広がっていることが明ら  
書書などの対策lこおける投網分 にした 

かになった．   担を明稚。   様々な＃書から脱却できる。   

本研究では、医療サービスを膿  

働き盛りの▲村住  
集治療という狭義の匿★行為と  

民、納市住民、大  
いう点に絞れば地壇まは♯消し  今後の保t医■制度の改羊に  

企業勤務育男性  つつあるものの、全体的な保t  絆しては、t事よ法や運動轟應  
サービス、即ち生活指呼の面に  などの“生活習≠の改】r■を■  
おける格豊が■団Ⅶで存在する  村部住民にも浸透させていく仕  

組みが必手であることが示唆さ  ○  3  0    4  0    0  ○  

の薗環馨疾患尭 症リスクとそれを 規定する生活晋Ⅶ 羊臥ヘルスプロ  た。ここで示した緒巣は、地域差  れた。儀★格差の是正は公的  

モーションサービ  というよりもー毛人保儀虐雇主体  部門の責輝であり、既存の責凛  

スに関する比較研  とした地域保thど労働安全衛  や民Ⅶ活力を生かした制度作り  

究   生法を主体とした産業床t’■の  が望まれる。   
受益著の特性を反映している可  
脆性がある．   



これまで定性的にしか知られて  
いなかった簡易書用水遭の換  
壬による改暮効果が12073施設 の実態加暮によ 

って走1的に判   
貯水槽施設、特に   
未規制の小規積  

平成   平成 0  健康科学   
17（200   17（20  

置  
アルの策定に闇す  

早川 哲夫  
る研究  の轄よを元に実繰の使用を椚   担当部鴨に対し小規儀貯水槽  

また地震専災書時のIP水槽水 かの  

遭の役割も明らになり今後 貯水槽水遭施策の基礎となる資  ニュアルを作成した。  底が図られる手玉である。   

料が得られた。   

医療事故・合併症の防止は行政  
医■事故・合併虚を防止し、安  は「医■行」如こ過誤・遺失が  

全・安心の臣♯を捷供すること は医療の基本であるが必ずし  本研究の目的の一つは医療事 故・合併症の再発防止に向け  臣■事故・合併症防止のガイド ラインの作成は本研究の自的と   的■点からも火急の、且つt暮 事の排且の一つである。本研究   

医療事故を防止す  平成  平成  医療技術   も完暮な形で実現できていな い。いかにして科学的な根拠に 基づいて医療事故・合併症を肪 止するかは火急の繹欄であり． 病院t電撃の暮先増研究テー  て、医療事故・合併症の実態を れ暮し、その再発防止に向けて 各施設が青井したアクションプラ ンを共に分かち合い、お互いに 役立てて行こうとするものであ  はしていなかったので、作成して いない。しかし、本研究の報告 暮は分野は消化書内視鏡と心 カテーテルによる横手・治よ時 の医療事嶺・合併症に限られて  の糟払として、臣よ技術の播ヰ 体制の充実、その医♯技術の 評価体制のれ集などを捷昔した が、これは日本の臣＃体制を考 える際に書門匿制度とも関連  関与したと思われる場合Jは事 禦に届け出るべきとするものが 圧倒的に多く、一方、中立的書 三書機蘭がでさた場合は、中立 的第三著櫨側に属け出るとの鷺   
木村 哲  

価に関する研究   

であり、黄土な基礎資料となる。   なる情報が収集できた．   
本の医療現場における医療■ 故・合併症のt新の状況を集約 したものであり、この書rlⅦ壌で のt新の情報を捷供するもので   

貪るもので＃lる＿   

本研究ではホ幌の耐正性に闇  
本研究の成果は、平成18年2  

地正災書に対応し  平成  平成  医療技術   する初の全皿ホモを実施し、わ   
月15日付臣政相集第0215001  

小林こ 儀一     旗当なし   譲当なし  号厚生労t雀医政局指ヰ蛛量   0    ○  3  0    0  0   

書卜画にⅦする研究  3）  5）  研究  臥843痛快について地震対策の  
114  

実惣を把櫨することがでさた。  
診断及び耐露改♯整備につい  
てJ零において参照されている。  

これまで研修医の管柵状況零  新制度の下で、指ヰ医がプライ  
マリケアについて十分相場でき  

ない現状にあったが、本研究に  
の実態を把捜するれ壬は数少   

おける「臨床研欄欄丁書に対す   

医療関係≠穫の  
資質の向上（特に の  0    0  ○  l  6  0  0  l       る利運日積達成度に附する爛  よ、i床研捧持導医と地域保儀 臣■分野における指ヰ臣の壌  の進め方を本研究で横田した織 景臨床研♯指中臣と地域保■  朋する漬董」において、旧制度  果、繍菅余力リキュフムと標準丁 キストを具体的に撲示すること       董」において、旧制度卒後払床 研♯についての実態を初めて把 覆することでさたことは書門的・ 学術的に高い 
医師卒挫臨床 研♯及び価儒朋  平成 15（200 3）  平成 ＝（200 5）  医療技術 評価総合  林雄治  

蘭する研究  菅会を杖♯的l‾全圃規儀で指   

簿医ワークショップ研♯を開催 し、研♯計画の作成、研傭指ヰ 方法、介入方法、絆ti技能につ いて有用であることを機征し、講   
鯵医を対■にした保険鯵震♯習   
し、実線に運用できるレベルの  なモデルを捷示することができ  

た。   
システムを≠簸できた．   た。 



平成用年度に本研究で開発し、  
平成16年1月24日、圃立食t臣  

「医★蘭連死」のt念を明らか  
療科学陳にて、r検其の明日を  
考える」をテーマとした公明セミ  

にし、♯州こおける1状死の属  平成1  
出・監蠣制度の油量精巣をもと  
に、わが圃における保t所など  

馬主  
対策  

讐三著機側による1状死や臣  15．16  
死体横手業務の  平成  平成  医療技術   ■Ⅶ連死の届出制度の必手性  休機纂のあり方、機幕・解剖を  

鯵考と   
のある  

3  2    ヱ  2   

●職 曽史  3）   死の戴判外紛●処理制度に闇 への  加暮」  

する海外の状況とわが皿 適用について、詳細に檎射し  
2〇日l  

た。全Ⅷで死体檎；引こあたって  
兼機  

いる臨床医の技術向上のため  
討議   

の研♯プログラムを開発した．   
して、「臣■間違死の死因究明」  

在、全国8地壌で実施されてい  
をテーマに公開セミナーを実施  

る。  
し、医♯蘭遽死の新たな雇出制  
度について射線した．   

臣事教書学のt点からは、医師  我が  

加手技験レベルの臨床実技欄  蘭書  
験（OSOE）の実施に必事なス  本研究班の分漫研究書である  

テーションの具体例や喀■的絆  本研餞の成よが 即家紋♯に   畑t正さが平成14年度で主任  

OSCEトライアル   平成  平成  医療技術   St■t● Ex■m  

鯵臣の曲床実技封■能力評価  

田   の実施讐国蒙拭        ．■■  相川 直樹  
研究   

が得られた．さらに、我が圃の  拝趨た  
N8ME ヰ的1 研究   

圃手技♯へのOSCEヰ入時に●  確紘された。  雀の「  
考となる、欧米での臨床実技拭  行す  

♯の情tが得られた。   資料   

現在の臨床、t鯵で行われてい  
る歯局線★の捜暮では、形態嚢  
化を中心に機暮が行われている  
ため、不可逆的に文化した、形  
熱を檎暮している。この■実は  

ある憲疇では、疾患として手遅  

効果的な歯周疾患   平成  平成  医療技術  のリスク判定法お        四  花田 借弘  せ周痛発症の予測として唾液横        れの状態を検出、鯵暮している といえる。この鸞疇で唾液捜査  愴周疾患のガイドラインの景正 しに際して科学的な根拠を示す  歯科 向け いて せ科  唾液機董のヰ入が行われ   

が代用エンドイントとして機能 し現在では予防処膚として位t  

医師なしでのt謬の実施  
よび予防体雇の間 発  15（200 3）  lT（200 5）   

づけられてる処tがせ周痛の治  
が予   

療として位置づけられ歯周病の  
集塵を未附こ防ぐことが可能で  
あれは、囲民の口腔衛生の向  
上に大きく干献できるものと思  
われる。  



本研究の成稟として歯科保健に  光学的浄土技術を用いた．ホ▲  

対する明確なよ準の設定ができ たことにある 
。初期うーや初期 せ肉炎の日に見えない変化を   

れまでの技術では得ることがで   
明らかにすることにより、■人の 射椚日用向に墓場を設け 

初期＃触および歯   医療技術   、傭   
平成 】5  人に対する1切な予防処tの   ▲書性の書い歯垢の機出なら  り、かかりつけせ科医システム  ンポジウムを蘭催し好絆を博し   

3  7  12  2  35  8  2  0  2  
（200 3）   

こで。、の る☆垢の檎出および騨龍を行う  
益準の改定を確立でき、歯科痍  
■予防のためのブラッシングに 対する基準も与えることができ  

の 除去の指標が明らかとなった。   
た．   できる契機となる。   得た。   

フツ化物応用の総合的研究班  

りフツ化鞠摂取に蘭して、う触  
什‖5一医療－020）では、「効果的  

予防効果とせのフツ＊虚を新た な日MD法で絆価できた 

1）地方自治体におけるフツ化畿  

．2）フッ  化物の細胞レベルでの作用を分  利用に蘭する全即実惣綱暮をま とめた。2）フッ化物応用の書及  
フツ化物応用によ  医療技術  
る歯科疾患の予肪  口ができた。3）フツ化物局所応  子生物筆的手法で絆1示する糸   
技術評価に服する   
総合的研究   3）  5）  研究  フロリ 

用刑のう■予防効果についての   にてい。以 の成果・事業は歯科保健行政に  
た研究を腰間したい以上の成果  おいて有効活用されるものと期  
は今後のフッ化物のよ礎・疫学  挿される．   ジウで総数10漬蟻のt告を行っ  

研究を遭覆さると期待される。   
た．この成よ報告はわが圃にお  
ける臨床・疫学，公衆衛生的旛  

繁に還元される．   

本研究によって、Wob版自己評  
このシステムき連用丁一引こあ  

研究班は、これまで暮札ケアの  
井評価■改響システムの開発を  

8的に研究を進めてきたが、今  
回Wobシステムを蘭熟汎用化  
することによって、事三書絆価、  

医療技術   自己辞価、Wob版自己絆価シス  
前回との精霊を比較できるよう   

t護ケアの賛辞  平成  平成    片田 範子  な役割が書糟化されすⅦ礪8と   

なり、さらに精良されてプロセス 絆価を可能にした．Wobを介して  
大iのデータが収暮され処理さ  

れるシステムができ■護の東を モニタリングすることが可能に  
テントなどアウトカムの暮因をt  

なった。   撞の義点より檎射し、改暮繁を  なる。   rテクノマート絶躊」においてれ  
捷嘉することが可能となった。   



電子カルテにおけも処方設計を  
支援するためのコンポーネント  
について、その基盤となる医藁  
晶情報のデータベースと、それ  
を活用して医師や薬剤師などの  
医療従事者に的確に処方設Iト  

t子カルテのため  処方チェック什嶋を提供するた めのアルゴリズムを開発するこ   
の処方斡計支援シ  平成  平成  医療技術   れていくことを考慮すると、臣■   

澤田 鷹文  0  5  0  0  0  0   

の研究とコンポー   3）  5）  研究  I十などはいずれも今後の医療   

ネントの開発  
ベ 
シンイン 
こ．こ れらは、t子カルテが薬物冶■  
の適正化において－1を担うた  

めに必事不可欠な技術であると  
考えられる．   

紹介状規格およぴt子診療  静岡斬≠2向（日用．l．21付夕刊 

データ規格は、す後世界規格と  静岡れによる静岡■抜毛子カル  
なると考えられる医療文書規格  テプロジェクトに探用され、すで  
Hし7CDAR2を用いての素養と  に檜岡れ内2施設でt子紹介  
なった。すでに静内れ版書手力  H18．3．12付¶刊）静岡放送「テレ  

医療技術   ルテシステムで採用され、2痛快   
檀供は、島書から見ての医療の   0  23    0  5  5   

る研究   3）  5）  研究  バーコードは、いままで独自規  
標準的モ子カルテ  平成  平成    木村 通男  

．ロュ、 18年優において陣生労≠雀の  

槽での実業はあったが、医■の  ■＃により採用され、よりこれを  
フリーアクセスの点で間ヰがあ  発よさせて全孤での使用がなさ  
リサ回は、これも1SO規櫓となる  れることとなっている。   れ、陣生労■雀、鞭済度暮雀の  
HL7により産学協同での実装と  両担当生長をはじめ数多くの朋  
なった。   医療安全への寄与は大である。   係事の兼オを得た．   

；百！■河】果の騨Ⅶ竹）lにおいて  

は、りセントジョーンズワートのう  本研究班のメタアナリシス研究  
本研究班の研究では、急速に増  の緒よは行政的■点からも書  
加しつづける医学用報を遇切に  義深い成果が多い。その一例を  
整理し、その中に眠っているエ  挙げる。近年、欧米樽周のみな  

エビデンスを適切  
ビデンスを走i的に抽出・統合  らす、我が国においてもー尿膚  

に統合するメタ・ア  平成  平成  医療技術   することを多くの応用事例で実  の増加は書しく、その早期予肪  
丹後 俊郎       旺し科学的椙欄によづく適切  のための対策が王事な課題と   

な治膚方法の選択t鷹政策  4）急性胆♯漁に対する腹腔鏡  なっでいるなかで、糖尿病ハイ  ジウム「システマテイツク・レ   
2   

応用と普及に閲す  3）  5）  研究  
る調壬研究  

の決まへつなげられることを示  下胆嚢締出術開腹値事摘出  リスク群を対照した素手教書を  ビューとメタ・アナリシス」②厚内  
峻した．分担研究のほとんどが  含む生活晋≠歌書がメタ・アナ  
学会事で発表されるとともにそ  リシス研究により■尿痛予防の  
の一節は攣簡欄偏に掲載され  効果的戦時となりうる可能性が  
た．   けるメタアナリシスの研究がt  示増されたことは行政的な鷺■  

聞され、それぞれ■味深い結果  が大きい。   
舟u■こhナ＿  



院内懸巣対策絹★（ICT）の雷効  
性についてメタ分析を行ったとこ  
ろ、ICTの介入により境内感染  

痛快がⅠ¢丁の設置やサーベイラ  

全体の発症率は30％減少する  ンスのヰ入など昧内患染予防 対策を実施すると、一時即日こ痍  
と考えられた。暁内の教書活動  鏡にとって費用が発生する。し  
のみでは32％の減少であった  かし本研究により続内感染予価  
が、サーベイランスを併用する  

院内感染対策の  平成  平成  医療技術   
対策は、痛快にとっても社会に   

事により43％の減少が確認され   
新保 卓郎  ての臣■経済学的評価」として   0  3  2  0  l  l    0  

効果に関する研究  3）  5）  研究  鏡息書コホートから得られる  
データを用い医療経済学的分析  く抑える効よがあることが示され た。このような結集は、桃内感 染予防対策をt鷹保険の償凛  
を行った。兼用便益分析では、  に盛り込むことの正当性を壬付  
鏡内感染予防対策はネットベネ  け、また痛快が積極的に峡内感  
フィットを生じ、費用効果分析で  
は劫よが大きくた用が小さくな  染予防対策を行うことを促すも  

る（いわゆる血mh椚tな）介入で  のである。   

あることが確認された．   

厚生労t雀院内感染対策サー  
ベイランス事集のICU部門及び  
NICU部門ではl尭内感染対策闇  本研究班で♯析された、tCUや  

連指標を確定したうえで、■続 的サーベイランスシステムを構  
集中治療部門（lC   築し、感染のリスクが書いとされ   

平成  平成  医療技術  策ガイドライン（井）を作成した  

1肺炎対策が急務であることが   
円  武清 純  

ける餞内感染防止   可能としているしている。ま た、ICU部門では快内感染発生   
対策に関する研究  串をリスク計量することにより、 加俸比較や施設間比較を可能  

とした。加えて院内感染のリスク 因子の同定とその対策を捷暮し  
租捷供を行う。   会に開示することが可能とな  

た。また．NI¢∪での感染対策ガイ  る。   

ドラインを作成した．   

平成18年4月からはー医療安全  
医療安全についての教書プログ  対策加■Jとして、医■安全対  
ラムの開発は社会的に緊急活  策に係わる書門の教育を受けた  
t先虎の書い俳壇である．①覆  ■撞師、藁刑師事を臣■安全t  
在の社会ニーズによづいた「筐  理事として書従で配tしている  
轟安全」のt念を、教書上の日  場合の加暮が総められた。書門 のとしてどのよのが  

コア・コンペタン  平成  平成  医療技術  
積設鷹とともに明確にし、②これ  
を乗積するためのカリキュラムと   教■うなも 具体的に遭正されるか、またそ  本研究雇契機として、医師会、 書護協会、ホ統団体などが僧別 に実施している臣■安全教書プ  

シーに基づいた医       t ▲  長谷川 友紀  療安全教書につい  
0  0  

について は決められていないが、医師  
5  0  

ての研究   5）   マネジメントレベル、れ穐ごと、  
組織・技能・行】如こついて明ら  会、■櫨協会、痛快団体などが  
かにし、⑨敵育手法として能力  実施している臣♯安全教書プロ  
開発理論、ケーススタディー、実  グラムについて共通な手法で、  
晋を活用し、④圃暢共同研究に  横断的に評価しているのは本研  
より加俸間の曇合を拘りつつ遭  究のみであり、今後日本におけ  
めた。   る医療費全教書の体系化、橿雄  

化に薔与すると考えられる。   



r暮中治療室（ICU）における安  
全t理指針（稟）」を作成したこ  

ホ外のICU施設と国内の施設と  とにより、厚生労≠雀医ホ安全   
の比較機肘、また馳内の施設へ  

医療技術   
り、日本の医療制度に符合した  のヒヤリり＼ツト事例のれ董によ  tcuに適切な医■安全t礫指針  本研究緒1からICUにおける医 ★安全t理指針が発令されるこ  

とにより安全t理体制が確立  本義中治■医学会学術儀虐に   

集中治＃郎（ICU） における医■安全  平成  平成    前川 剛志  
医療領全のあり方全般について  安全対策の今後のあり方につ いため 
対策や対応がより－膚、明確に  て1体的な換討を行う、 「  
なり、匡ホ事故数の減少に繋が  集中治療圭（】CU）における安   
ると考えられる。   全t理指針機肘節会」を開催し   ビューン、その他の地方紙に取  

ている（書1回平成18年1月24  り上げられた。   

日、書2回平成18年4月5日）。   

先遺構孤の産科医療における  
インシデント事故・苦情の報告  
および相放システムを含む安全  
管理システムの実相こ瑚する情  
報収井を行ったことにより、医療  
の枠組みとは別に、軌虔ケア独  

リスクt理を含め  自のリスクを規癒することの必  

特になし   特になし  0  ○  0    0  ○  ○  た議外圃の包括的 産科管理のあり方 に朋する研究  平成 16（200 4）  平成 17く200 5）  医療技術 評価総合 研究  松岡l鳥         手性が示唆された。そしてケア 対■がローリスク女性であるた  
め、これまで肋よケアの箕に関  
する研究は「快適性」や女性の  
r濃足感」を主な測定用Åとして  

行われていたが、今後はさらに  
口の設置や相談・調停システム  

「安全性」の指標開発を推進す ことのが示た 
る必手性され。   

種々鋼暮した総異、藁暮鞠の闇  
与した中義患書から得られた尿  

化学災書に対処可能な迅速機  
董の系統的活用法えを整■でき  

化学テロ災讐時の  医療技術  た。また、分析実態椚壬を雷ね  
医♯tl間での機壬  平成 160  平成  ることで技術レベル（分析技術、   

（20   り（200   評価総合  量敷 幹ヰ  
実施している施設も増加し、配 儀機離の有効活用が経められ  
た。   められた。   にい。 は、生休試料中青書物井の分  

析の指標となることが期持され  
る。   

鯵療ガイドラインの出版あるい  
はホームページでの公開lこよ  
り、書いレベルでの医■の標準  
化蓮成、患書サイドからの理♯  ラリオ日綬で放送。MINDS主催  

向上が縛られ、安全でより優れ   

整形外科Ⅷ壌ガイ  
た運動書疾患の医療を匝民に   
提供できるようになると考えてい  ドラインのt子化、  平成 16（200  平成 1丁（200  医療技術 評価総合  四書 謙一         るさらに鯵療ガイドラインに   曾≠症頚椎後難靭＃サ化症  丁  0  5    ○  0      4   

並びに活用・評価 に  4）   

朋する研究  5）  イドラインJを作成しているが   
対する診断能力、治■法決走能 力、などの責問責作成し、診療  
ガイドライン発行前後での書門  版。いずれの疾患も反響が多  
臣のパーフォーマンスの改書を  く、tl刷となっている。  

桟射することは実樺の臣■にお  
ける有用性に加えて科学的に  
書暮がある．   れ、医療費にも反映される。   



歯科医師臨床研   
憫ヲ【で廿，不守れコ仁1打I■干 

平成  平成  医療技儒   全圃の歯科医師臨床研鯵施  本研究で例示された研繹手♯  研♯手嶋の記載項目や一般  研靡手帳の記載可8や一般  不l最 と一般歯科鯵改新における医療 安全指針は全圃の曹科医劇磯  

庸 二宜興             床研♯施掛‾送付され各旛敵  0          0  0  l  l  tこ      故における、研修手帳の記載内  や医療安全指針は、全鳳の牡  せ科診療I捌こおける臣■安全  歯科♯所における匿■安全  暢と医療安全のた  り（200  け（2∝I  評価総合   蓉や腰染を含む臣ホ安全に対  床研鯵施設で■床研修を実施  指針は、2月18日新歯科医師臨  指針は、2月18日ホ歯科医師臨   
めの指針作成に  5）  5）  研究  
関する研究  本研究のみである。   。   する取り組みを爛暮した研究は  する特にたいへん有益であろ  床研修評価基準機肘会で●考  床研♯評価墓濃檎討会で鬱考  における臨床研♯実施の一助          う  にされた．  にされた。  l－ナナ．へJL   

今後のわが国におけるせ科保  

新たな歯科医よ需  平成  平成  医療技術   吉武 光育   t医療の鸞妻と供給について、 その事可、予測のための条件を 再棟射し、新たな☆科保t医■  眞捜■床的な■点からの研究を 行ったものではないが、今後の 歯科保t臣■の方向を書奪す  平成柑年2月7日にⅦ儀された 厚生労七雀の「今後のせ科傑膚 匿■と歯科医師数に蘭する榛肘  r今繰のせ科保t医療と歯科医 師数に関する檎村会」ワーキン  現在のところなし。   ○  0  ○    0    0    0   
る総合的研究  5）  5）  研究  

需給ハ7ンスなとについての機 討を行った。これらの糟よは、今 址の歯科医師の暮成などの檎 肘にあたってよヰ的な資料とな  
るものである．   

鯵ホ鑓専のモ子保存について  
は、平成1丁年3月、「臣■什報シ  医■のIT化にとってt子保存の  
ステムの安全t優に間するガイ  rガイドライン」について、チエツ  

ドラインが1集、公褒された。現  クシートの開発、評価墓欄の作  
鯵療録等の電子  平成  平成  医療技術   在t子保存を行っている医療櫨   成を行った無味機能評価への  

遭義 明        臨床的研究ではない．  に   
に関する研究  5）  5）  研究  対応状況を測量したところ、大き  遡用についてキ禦を行った。†書  価、三著価に用いるこの   

なばらつきが見られた。一方、  ≠機器の安にる規 である】SO／陀C15408への適用  

筐★機偶の半数は、t子保存  を観みた。   及を四っていく上での鯵考資料  
に闇する第三書評価を望むこと  となる。   
が明らかにされた．  

本研餞は、柑66年より発足した  
日米医学協力村雨事稟におけ  

る栄暮代鮒研究部Mとして現在 でして 今年度12月28、29日の両日、ベ  

ま♯練行われ、日本、米 圃および豪雨アジア糟圃におけ  
る栄養代謝に闘わる様々な練  

ノイで、医■従事書を対tにし  

生活習慣欄の日  
間ばに儀点を当てて調査研究を ♯概してきた。今年度実施され  

米間におけもt膚  もとで、生活晋慣病、メタポリツク  

陣書とその間糧に 関する研究   畢際医学 協力研究  ★■ 正          た、日本、アジア地域におけるl） 栄暮とま患発症、道長ならびに 予後とのⅦ係。2）遺伝子、血中  
代檜および分子マーカーを用い  
た各地鮒こおける疾患の相▲  

点に蘭す各研究成よは、広い地 域でt著化している栄義不足と  
遺業♯の混在したt■陣書に  することを決走した。   

かかわる間鳥点を明らかにす  
る．   

書中暮粛として暮羊なサルモネ  
ラおよびカンピロバクターの多  1）嘲日新Ⅶ報道2003年8月15  
刑耐性化が遭んでいることが判  日；フルオロキノロン耐性サルモ  
明した。その中で特に近年、フ  

食品の安  ルオロキノロン耐性薗がヒト及  
ネラの全圃讃董：土肉と手書モ  
の感染経路・農事杷療の綱董研  

特になし．  究。2）20㈹年2月に千集および  15  14  食中毒薗の薬剤  平成  平成   心・安全確  渡辺 治ヰ       び動物から分離されてきてお   岡山の会壌で、H17年度坪塵  
○  川  2  0  0  0   

に 的・遺伝学的研究  15200 3）  り200 5）  保推進研  

究  
、 似性が見いだされた。Ib物由来  労≠科学研究・シンポジウム一女  
およぴヒト由来株間に共通の起  晶とt■」（日本暮晶衛生協会  
∬が示唆された。動物において  主催）において、当譲研究の庇  

遇訳された耐性菌がヒトに伝橿  よを発表した．  

している可能性が考えられる。   



多発性硬化虚の治再演の間集  
を目的として、抗ヒトCD4抗体モ ロ 
ノクーナル抗体を圃虚した吸  

創薬等  
着材を作成し、ホ因となる疾患  I叫藁専ヒューマンサイエンス総  

疾患特異的丁趨l抱  平成  平成   ヒューマン  渋谷 統幕      特■的丁細胞を選択的に吸着除 す聞‾   
台研究成1t及甘朱書集素養  

なし  ▲（畑民向け）‾－マ▲難病に挑  0  ○      l  l  0  0  0   
吸♯村の開発  18（200 4）  り（200 引  サイエンス  し．－の 術は≠■に存在する病因細胞  む2000年3月11日】3ニ00－18 

総合研究  を安全かつ効率よく遭択除去す  
る新たな治療方法の剛発となる  

30、全共連ビル、末女   

独創的、画期的なものであり、  
即静的に注目されている．   

計画又は実施中の医師主ヰ治  
職の多くが適応外使用の臣藁  医師主ヰ治験の実施、地域治  

医師主導治欄の実施、地墟治  ♯ネットワーク、大規機治♯ネッ  

♯ネットワーク活動、治鹸の汀化  トワーク、臨床討∬の董鎌サイト  
の現状■闘鼠点の把穐専によ  「全加治♯活性化3力掛川軋の  

り．我が囲の治♯を推進させる  一環である「大規儀治♯ネット  

ための取り組みを行った。その  用医薬品も含まれており、効能  ワーク」の♯築のために匿■機  
棚を募▲・書録した。この成果  

治験推進研究   は、一書9回姶♯のあり方に閲す  平成 17（200 5）  平成 1丁（200 5）  治験推進 研究  社団法人日 本医師会       成1として、臨床の硯壌で望ま れていながら製薬企暮が聞矧こ 消極的な領域での治麟を実施  る検討会J（平成18年1月祁日間  

するとともに、実施医♯穐馳の  催）においてー治験を含む臨床  

ネットワーク化讐の真の書い治  研究墓慮の畳傭に係る専門作  
♯を速やかに実施することが可  義班」報告書を通じ報告された。  

絶となる体制を豊壌した．  
集（開発業精受託機朋、治牡施  
設支援機間専）及び一般市民を  

より、ヰ床現場で治♯を進める  中心に約230名が●加した。   

ための壬生を曇儀した。   

i■1圧I王l苛桜野栄に河丁旬イソニ アジド投与の有用性を文献的に  

厚生労働  明らかにした。また、後ろ向き研  
潜在性緒桟感染 に対するイソニア ジド投与にWする  

現在のところ、予定なし。  藁事承毯の基礎升料とされる予 定。  特記なし   0  0  ○  0  0  0      ○   

研究   
で、 lNHによう∬在織機感染治♯の  
劇作用発現頻度を明らかにし  
」L   

本研究は、移穐書Mまが現在  
把檀しているー既存渡机移橿昔  

の実態Jをホ暮し、わが闇の移 穐医療をより適正にするための  
渡航移櫨寺の実  平成  平成  厚生労働   墓ヰ兼料■めを行うことを目的   

関する調査研究  5）  5）  研究  小林 英司  
傾向が強まっている可能性が  

本資料が償用された。   

ない移穐の壌合があることよ  
た。  

り、それぞれの移穐徽鯵を扱う  
■rl書を各■書の分担著として  
情報収集に努めた。  



ー  
ニングを行った結果、WNVの  
NY錮株は、1000から  WNVA与ぢ▲yは日本においても  
0．05ph／mLまで、g2266株は  

1000から0．005pん／mLまでを 川○ヽ検出する暮ができた 

献血血液のウェス  平成  平成  厚生労働   
。デン ルスつ4つ   

グウイにいてはの血   

山口 一成   0  3  0      0   

に関する研究   5）  研究  かった日本脳炎ウイルスにお   
いては1000pん／mLという≠ に書いウイルス暮で績性となっ  

た。以上の摘果より、  でてっ た。これによって■【血血液を介し  携して可搬となった。   

Procbix（R）WNVAs写叫は日本  
においてもWNVスクリーニング  
において書動こ機能すも事が  
：：一一   

本研究の成果は随時厚生労≠  
雀医薬食品几血液対策課およ  

麻疹ワクチン、あるいは1疹ワ  ぴt鷹見繕様感染症蝶に報告  
クチンヘの寄手分析をこれまで  され、その内訊こ基づき平成18  
に行われたことがなく、学術的  年3月18日付けで厚生労t雀  

麻疹・風疹の予防 ワチン  
にも価値が1い研究成果を檜  医政局拝済誹長・医薬食品馬血  
た．また、混合ワクチンのこ回  液対策課鼻毛で通知が出され  

陣覆車とク の需羊に馳する鵠  た（匿政権尭鶉03柑001号、藁  3        ○      0  
壬研究   5）   外聞では行われている著の日  食血尭書0316叩1号）。さらにこ  

本では初めての機射であり、学  れは．8月2日施行の予防練穫  
間的価儀は書い。またこれらの  法施行令の一部を改正する政  
研究は、ホ押微生物穐出什報  禽の一部を改正する政令及び  
で公表されたe   予防檎穫法施行規則及び予祈  

接種実施規則の一部を改正す  
る省令に反映された。   




